
活動団体名：田主丸・未来創造会議
活動地域 ：福岡県久留米市 田主丸町

活動におけるテーマ・キャッチコピー
人々の心と暮らしを支える水縄連山SDGｓ

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む





地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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●【現テーマ取組と課題掘り起しの両立】
・複数テーマを並行してプロジェクト管理せねばならぬ。
・一方で、地域にはSDGs的な課題はまだまだある。
・現状では、後者のニーズ把握までは手が回らず。

●【地元から理解を得る成果の出し方】
・各テーマは、いずれも今年度に立ち上げた新規案件。
・解決策模索型テーマは、地元の短期成果希望と葛藤あり。
・解決策実現型テーマも実行途上で、効果出すには継続要。

●【運営体制の充実】
・特に初期は解決策も曖昧で、ステークホルダーも受け身的。
・団体側でどのテーマも主導的に運営する面が出てくる。
・初期には、複数の実働的人員を想定することも必要。



今後の展望
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現状３テーマの継続実行を前提としながらも、より具体的な成
果を出すことを意識して、メリハリのある活動を目指す。

●【カラタチの伐採作業効率化と商品開発検討】
・効率的かつ後処理しやすいカラタチ伐採方法/機器の試作
・初年度調査結果踏まえてのカラタチの商品開発の試行

●【かっぱの森J-クレジットに連動した森林価値向上】
・森の恩恵と管理の大切さを体感するSDGsツアーの試行
・グランピングや散策道の整備/クレジット付農産物の検討

●【神事伝統行事の体験プログラム試行】
・地元向けの見学/学習プログラムの実施
・農泊体験と連動した神事伝統行事の見学ツアーの試行


